
平成元年 8月 l日発行

町の鳥=ひばり/町の花=れんげ/HIJの木=乙女権

男 6，176人(+20) 

女 5，919人(+10) 

計 12，095人(+30) 

世帯数 3，910戸(+22) 
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暑い暑い夏がやって来ましだ。太陽の光の中で、思いっきり遊ひ、ま

われる夏は、子どもだちにとって最も楽しい季節で、すD

押原小学校でも6月13日、プール開きが行われました。この臼

を待ちかねた子どもたちは、いっせいにアールに飛び込み、水しぶ

きを浴びて大はしゃぎ。

「今年も蔓つ黒になるぞ/Jとはりきる子どもだち。水しぶきと歓

声をあげながら、気持ちよさそうに涼いでいましだ。
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篇3次総合計

わ
た
し
た
ち
の
町
は
、
「
青
空
と
緑
と
産
業
の
ま
ち
」
と
し
て
発
展
し
、

す
べ
て
の
町
の
人
が
健
や
か
で
、
さ
わ
や
か
な
生
活
か
送
れ
る
よ
う
昭
和

五
十
六
年
に
策
定
し
た
第
二
次
総
合
計
画
に
基
づ
い
て
町
民
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
は
、
急
激
な
都
市
化
の
な
か
で
、
公
共
施
設
の
不

足
や
生
活
環
境
・
受
通
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
問
題
が
生
じ
て
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
総
合
計
画
は
ほ
ぼ
十
年
を
目
標
に
立
て
ら
れ
て
い
る
た

め
、
新
た
な
計
画
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
だ
れ
も
が
住
み
た
く
な
る
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
い

え
る
寸
明
る
く
住
み
よ
い
昭
和
町
」
を
築
く
た
め
、
こ
の
ほ
ど
平
成
七
年
度

を
目
標
と
し
た
「
第
三
次
昭
和
町
総
合
計
画
』
が
決
定
し
ま
し
た
。

舎
か
ら
十
一
年
後
に
は
、
二
十
一
世
紀
に
な
り
ま
す
。
第
三
次
総
合
計
画

は
、
新
し
い
町
づ
く
り
の
姿
を
描
い
た
こ
十
一
世
紀
へ
の
プ
ラ
ン
で
す
。
緑

と
水
と
太
陽
の
あ
ふ
れ
る
活
力
あ
る
田
園
都
市
昭
和
町
を
目
指
し
て
、
時

代
に
対
応
し
た
生
活
環
境
づ
く
り
を
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

見
え
て

グ
昭
和
4

町
づ
く
り
の

基

本

総

ま
ず
初
め
に
、
総
合
計
画
と
ほ
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
一

言

で
表
わ
す
と
、
町
が
地
方
自
治
法
に
基

づ
い
て
町
の
将
来
の
基
本
方
針
を
定
め

る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
実
現

す
る
た
め
に
計
画
的
な
施
策
の
展
開
と

財
源
の
効
率
的
な
運
営
を
行
い
、
住
み

よ
い
豊
か
な
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た ~ 

Eヨ

計

画

め
の
計
画
で
す
。

昭
和
町
総
合
計
画
は
、
昭
和
四
十
六

年
に
第
一
次
総
合
計
画
を
、
さ
ら
に
昭

和
五
十
六
年
に
は
第
二
次
総
合
計
画
を

策
定
し
、
諸
事
業
の
実
現
に
努
め
て
き

宇
品
?
レ

h
~
。

総
合
計
画
は
、
「
基
本
構
想
」「
基
本
計

画
」
「
実
施
計
画
」
の
三
つ
に
区
分
さ
れ

ま
す
。

基
本
構
想
と
は
、
基
本
計
画
の
基
礎

で
、
平
成
七
年
度
を
目
標
に
町
の
将
来

の
姿
と
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策

の
あ
ら
ま
し
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

基
本
計
画
と
は
、
基
本
構
想
に
基
づ
い

て
、
平
成
元
年
度
か
ら
七
年
度
ま
で
の

七
年
間
の
具
体
的
な
計
画
を
た
て
る
も

の
で
す
。

実
施
計
画
と
は
、
基
本
計
画
を
実
現

す
る
た
め
に
向
こ
う
三
ヶ
年
を
期
間
と

す
る
事
業
の
具
体
的
な
計
画
を
定
め
る

短
期
計
画
で
す
。

総
合
計
画
は
、
こ
れ
ら
三
つ
を
柱
に

組
み
た
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
こ
れ
ら
を
慎
重
に
検
討
す

る
た
め
町
議
会
議
員
・
諸
団
体
の
役
職

員
・
学
識
経
験
者
・
一
般
の
町
民
の
み
な

さ
ん
に
よ
っ
て
「
総
合
計
画
審
議
会
」
を

構
成
。
ま
た
、
現
況
分
析
は
外
部
に
委

託
し
て
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
や
視
点
を
変

え
た
分
析
を
求
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
ほ
ど
平
成
七
年
度
を

目
標
と
す
る
第
三
次
総
合
計
画
が
、
今

年
六
月
の
定
例
町
議
会
で
承
認
さ
れ
、

基
本
構
想
が
決
定
し
ま
し
た
。

よ- 晶、~

.... 第3次総合計画は、審議会で慎重に検討され

ました。

② 平成1.8.1広報しようわ
中央自動車道甲府・昭和インターチ ェンジ上空。.... 
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審
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委
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名
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ロ
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児
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田
光
昭

功
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井

口

等

深
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山
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光

阿
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英
孝

小
田
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寿
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』

F

昭
和
五
十
四
年
頃
の
清
水
新
居
地
区
(
上
)
と
現
在
の
清
水
新
居
地
区
(
下
)
。
わ
ず
か
十
年
で
町
の

様
子
が
.か
ら
り
と
変
わ
り
ま
し
た
。
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
第
三
次
総
合
計
画
で
は
、
こ
の
地

域
に
情
報
・
流
通
業
務
地
域
を
設
け
る
ほ
か
、
優
れ
た
居
住
地
域
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

充
実
し
た
田

都
市
の

設
を
目
指
し
て

平
成

7
年
の
町
の
将
来
像

基
本
構
想
は
、

二
十

一
世
紀
を
目
前

に
し
た
平
成
七
年
に
は
、
わ
た
し
た
ち
の

ま
ち
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
い
も
の
だ

と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
表
わ
し
て

い
る
も
の
で
す
。

現
在
、
本
町
は
活
力
あ
る
田
園
産
業

都
市
と
し
て
発
展
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今

後
、
さ
ら
に
快
適
な
生
活
環
境
を
も
っ
住

宅
地
域
と
し
て
成
長
す
る
た
め
、
町
民
総

参
加
の
も
と
に
「
青
空
と
緑
と
産
業
の
ま

ち

昭

和

町

」
の
実
現
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
町
の
発
展
方

向
を
下
記
の
五
項
目
に
ま
と
め
、
町
の
将

来
像
を
具
体
化
し
表
わ
し
ま
し
た
。

快
適
な
生
活
環
境
を
も

っ
主
ま
い
の
ま
ち

釜
無
川
流
域
関
連
公
共
下
水
道
の
整

備
が
完
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活
環

境
は
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
交

通
条
件
に
恵
ま
れ
た
木
町
は
、
甲
府
市
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
ま
す
ま
す
宅
地
の

需
要
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
後
も
土
地
区
画
整
理

事
業
を
推
進
し
、
道
路
網
の
整
備
と
と

も
に
秩
序
あ
る
住
宅
地
の
造
成
を
は
か

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
快
適
な
生
活
環
境
を

も
っ
住
ま
い
の
ま
ち
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

美
し
い
自
然
環
境
に
か

本
町
に
は
、
基
盤
整
備
さ
れ
た
農
地

と
す
ぐ
れ
た
工
業
団
地
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
二
十

一
世
紀
に
向
け
て
、
農
業
の

分
野
に
も
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
導
入

さ
れ
、
ま
た
工
業
の
ハ
イ
テ
ク
化
は
ま
す

ま
す
進
む
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
中
央
自
動
車
道
甲
府
昭
和

イ
ン
タ
ー
、

N
T
T
甲
府
局
を
も
っ
本
町

は
、
甲
府
都
市
圏
の
流
通
、
情
報
産
業
の

中
心
地
と
し
て
の
発
展
も
予
想
さ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ

l
実
験

線
の
終
着
駅
の
設
置
も
夢
で
は
な
く
、
こ

れ
ら
の
分
野
の
発
達
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す

バ
イ
オ
産
業
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
進
出
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
美
し
い
自
然

環
境
に
か
こ
ま
れ
た
産
業
の
ま
ち
と
し

て
、
将
来
は
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

文
化
を
大
切
に
し
、

p
g
b
#
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活
力
あ
る
町
の
発
展
の
た
め
に
は
、
人

づ
く
り
が
も
っ
と
も
重
要
で
す
。
そ
の
た
め

次
代
を
担
、
っ
青
少
年
の
育
成
に
は
特
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
人
口
増
加
に
伴

い
、
児
童
数
も
増
え
て
き
て
い
る
た
め
、
近

年
中
に
小
学
校
を
増
設
す
る
ほ
か
、
中

学
校
の
施
設
も
拡
充
し
ま
す
。

ま
た
、

生
涯
教
育
の
一
環
と
し
て
の
社

会
教
育
な
ど
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
民
族
資

料
館
・
図
書
館
の
設
置
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、本
町
に
あ
る
数
少
な
い
文

化
財
の
保
護
に
つ
い
て
は
文
化
協
会
の
子

で
万
全
を
期
す
る
な
ど
文
化
を
大
切
に

し
、
心
の
豊
か
に
な
る
安
ら
ぎ
の
ま
ち
と

し
ま
す
。

‘田・.x:iiI璽ー田町田竺三E・Il~ :， .J盃濁・・"'¥1蛤弐 ピ剛一

A 子供たちは、2 I世紀を担う町の宝。教育環現ω允芙のた

め、第 3小学校や図書館・資料館の建設が計画されています。

。
心
の
通
う
う
る
お
い
の

可
あ
る
明
る
い
ま
ち

町
の
発
展
に
つ
れ
て
、
転
入
し
て
く

る
人
た
ち
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
人
び
と
を
暖
か
く
受
け
入
れ
、
ま
た
、

転
入
さ
れ
た
方
々
も
行
事
に
進
ん
で
参

加
し
、
お
互
い
に
心
の
通
う
お
付
き
合

い
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
の

方
々
も
若
い
人
た
ち
に
混
っ
て
自
分
の

趣
味
や
仕
事
に
生
き
甲
斐
を
見
付
け
ら

れ
る
よ
う
、
老
年
者
の
健
康
管
理
と
生

活
指
導
に
注
力
し
、
う
る
お
い
の
あ
る

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

健
全
な
財
政
に
ま
も
ら

れ
た
、
ゆ
と
り
の
あ
る

私
た
ち
の
町
は
、
多
く
の
企
業
の
進

出
に
よ
っ
て
地
方
交
付
税
不
交
付
団
体

と
な
り
、
自
主
財
源
に
よ

っ
て
町
財
政

が
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

そ
の
財
政
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
住

民
の
期
待
に
充
分
応
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
真
剣
に
努
め
て
い
ま
す
。
節
減

を
図
り
効
率
の
よ
い
経
費
配
分
を
行

っ

て
、
長
期
に
わ
た

っ
て
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
財
政
を
維
持
し
、
ゆ
と
り
の
あ

る
町
の
運
営
を
進
め
ま
す
。

平成l.8.1 

ま
た
、
こ
れ
ら
五
つ
の
町
の
将
来
像
を

も
と
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
年
と
な
る

平
成
七
年
の
町
の
人
口
や
世
帯
数
、
土

地
利
用
は
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
な
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

広報しようわ③ 



7
年
後
は
約
?
万

9
千
人
の
町
に

私
た
ち
の
町
の
人
口
は
、
年
ご
と
に
増

え
て
、
今
で
は
一
万
人
を
超
え
る
大
き
な

町
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

町
に
大
き

な
工
業
団
地
が
二
つ
も
で
き
て
、
多
く
の

人
が
こ
こ
で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の

ほ
か
に
、
通
勤
に
便
利
で
環
境
の
よ
い
こ

の
町
に
住
ま
い
を
求
め
る
人
た
ち
が
増
え

た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

町
は
、
こ
れ
か
ら
も
ハ
イ
テ
ク
企
業
の

導
入
に
努
め
る
と
と
も
に
、
昭
和
町
都
市

基
本
計
画
を
も
と
に
、
土
地
区
画
整
理

事
業
を
さ
ら
に
進
め
、
住
み
よ
い
昭
和
町

を
つ
く
り
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
増
え
る

人口及び世帯数の推計 表⑦

基準 年 次 中間年次 目標年次
年 次

昭和60年 平成 2年 平成 7年

人
男 5，441人 7，050人 9，300人

女 5，259人 6，950人 9，350人
口

言十 10，700人 14，000人 18，650人

世帯数 3，326世帯 4，500世情 6，220世帯

.... 
・司

.... 
・司

人
口
に
備
え
る
方
針
で
す
。

昭
和
町
都
市
基
本
計
画
で
は
、
平
成

七
年
に
は
一
万
八
千
六
百
五
十
人
に
、

平
成
十
七
年
に
は
二
万
五
千
五
百
人
に

達
す
る
も
の
と
予
想
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

世
帯
数
は
、
昭
和
六
十
年
に
は
三
千
三

百
二
十
六
世
帯
で
一
世
帯
当
た
り
平
均

三
了
二
二
人
の
割
合
で
し
た
が
、
平
成
七

年
に
は
核
家
族
化
が
進
ん
で
平
均
三
・

0

0
人
程
度
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
世
帯
数
は
六
千
二
百
二
十

世
帯
と
な
る
も
の
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

(
表
①
参
照
)

数
毛主オ

市'世

(世帯)

8.即日

口人総

(人)

20.000 

円

l
l
1
1
1
1
1
d
『

1
1
1
1
1
1
J

6，220 

6.000 

4，000 

2.000 

18，650 

14，000 

10.700 

15.000 

10.000 

5，000 

働
く
人
の
数
は

1
万
人
に

婦
人
の
職
場
進
出
の
ほ
か
、
高
齢
者
の

働
く
意
欲
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
、
全
人

口
に
占
め
る
働
く
人
の
比
率
は
、
年
ご
と

に
増
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
傾
向
は

こ
れ
か
ら
も
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す。
こ
れ
を
産
業
別
で
み
て
み
る
と
(
表
②

参
照
)
、
農
業
が
主
と
な
っ
て
い
る
第

一
次

産
業
で
働
く
人
は
w

」
れ
か
ら
も
少
な
く

な
り
、
代
っ
て
、
商
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

の
第
三
次
産
業
で
働
く
人
が
多
く
な
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

昭
和
六
十
年
で
も
、
す
で
に
第
一
次

産
業
で
働
く
人
は
七
百
三
十
五
人
で
、

何
働
く
人
す
べ
て
の
十
三
%
に
す
ぎ
な
か
っ

同
た
の
で
す
が
、
町
が
都
市
化
す
る
と
と
も

に
減
少
し
、
平
成
七
年
に
は
、
働
く
人
の

H

七
%
に
あ
た
る
六
百
五
十
人
に
な
る
と

860 
。

地
域
の

伴
限
ら
れ
た
町
の
土
地
を
上
手
に
利
用

一
閃
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
地
域
の
住
民
と

生
産
活
動
が
快
適
に
ま
た
効
率
よ
く
で

き
る
よ
う
に
各
地
域
ご
と
の
特
長
を
生

か
し
、
各
種
の
公
共
施
設
を
順
序
よ
く

整
備
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特

に
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
開
発
に
あ
た
っ

て
は
、
長
い
眼
で
み
た
計
画
的
、
合
理

的
な
土
地
の
利
用
方
法
を
考
え
、
公
共

H2 860 

考
え
ら
れ
ま
す
。

製
造
業
な
ど
が
主
と
な
る
第
二
次
産

業
は
、

二
つ
の
工
業
団
地
の
操
業
な
ど

で
、
昭
和
六
十
年
に
は
働
く
人
の
三
十

五
%
、
千
九
百
八
十
二
人
で
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
増
え
続
け
、
平
成
七
年
に
は
三

十
九
%
、
三
千
九
百
人
に
達
す
る
も
の

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

表②

5，606 

産業別就業者数の推計

(年)

の
福
祉
を
第
一
に
し
て
、
豊
か
な
住
み

よ
い
町
づ
く
り
を
目
標
に
し
た
施
策
を

実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

す
で
に
国
土
利
用
計
画
(
昭
和
町
計

画
)
が
ま
と
め
ら
れ
、
町
内
の
土
地
利

用
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
年
を
目
標
と

し
た
利
用
区
分
ご
と
の
大
枠
を
定
め
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
甲
府
地

域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計
画
や
市
街
化
調
整

商
業
な
ど
が
中
心
と
な
る
第
三
次
産

業
は
、
す
で
に
昭
和
六
十
年
で
も
五
十

二
%
、
二
千
八
百
八
十
九
人
と
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
町
が
情

報
、
流
通
な
ど
の
仕
事
の
場
と
し
て
発
展

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
平
成
七
年
に
は

五
十
五
%
、
五
千
四
百
五
十
人
に
増
え

る
見
込
み
で
す
。

④ 平成1.8.1広報しようわ

就業人口

12，000 
(人)

n
H
u
 

nu 
n
H
U
 ，

 

門
川

Ul
 

2，000 n
H
U
 

n
H
U
 

n
H
U
 ，

 

n
H
U
 

l
 

7，450 

8，000 

第 3次産業

5，450 

6，000 

4，000 

650 

4，000 

第 2次産業

3，800 

第 l次産業

H7 

。

利
用

想

l
l
E

区
域
の
線
引
き
に
合
っ
た
方
策
を
た
て

る
必
要
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
田
園
産
業
都
市
を
目
指
し

た
昭
和
町
都
市
基
本
計
画
を
立
案
し
、

秩
序
あ
る
都
市
化
に
つ
い
て
の
考
え
方
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

で
は
、
こ
れ
ら
を
地
域
別
に
分
け
て
み

て
み
ま
し
ょ
、
っ
。



. 
西
条
地
域
は
情
報
・

流
通
業
務
区
域
に

西
条
地
域
に
は
、
中
央
自
動
車
道
甲
府
・
昭
和
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
在
中
心
と
す
る
流
通
業
務
、
N
T

T
甲
府
電
話
中
継
局
在
核
と
す
る
情
報
関
連
業
務

の
ほ
か
、
国
道
・
県
道
な
ど
主
要
幹
線
の
沿
道
に
商

業
業
務
区
域
を
設
け
、
ま
た
、
優
れ
た
環
境
を
持
つ

居
住
地
域
と
し
て
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

西条地域は、情報・流通業務区域のほか、優れた居住地域としても整備を図ります。

= 一一一一 一一戸
一一七二二二二ニニJ-・・・・・・・・・・・圃・・・

一 回

一 一 一一一一一一一一

A. 総合会館などの施設に加え、図書館などの建設を進めるとともに、中央

公園区域として整備します。

役
場
な
ど
公
共
施
設
の
あ
る
押
越
地
域
は
、
す
で

に
総
合
会
館
の
ほ
か
、
小
・
中
学
校
、
中
央
公
民
館
、

体
育
館
な
ど
の
諸
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
民

俗
資
料
館
、
図
書
館
な
ど
を
設
け
て
、
教
育
、
文
化

の
受
流
を
図
る
公
共
・公
益
施
設
区
域
と
す
る
ほ
か
、

水
と
緑
に
あ
ふ
れ
全
町
民
に
憩
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え

る
中
央
公
園
区
域
を
設
け
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
地
域
は
、
優
れ
た
農
地
に
恵
ま
れ
て

い
る
た
め
、
都
市
化
に
よ
る
農
地
汚
染
を
防
い
で
、

そ
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
集
落
の
環
境
改
善
を

図
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
域
内
在
通
る
幹
線
沿
い
に

商
業
用
地
を
設
け
、
日
常
生
活
に
快
適
な
田
園
都
市

化
を
目
標
と
し
ま
す
。

A. 

押
原
地
域
は
公
共
・

公
益
施
設
区
域
に

-・・・・・・・・・・・・・圃圃

常
永
地
域
は
企
業
の

研
究
教
育
区
域
に

常
永
地
域
に
は
、
最
近
の
人
口
増
加
に
対
応
す
る

た
め
、
第
三
小
学
校
を
新
設
す
る
ほ
か
公
園
、
緑
地

の
造
成
を
行
っ
て
住
居
地
域
の
整
備
在
図
り
ま
す
。

ま
た
、
集
落
環
境
と
農
地
の
保
全
に
努
め
る
と
と

も
に
釜
無
工
業
団
地
の
周
辺
を
工
業
適
地
と
し
て
整

備
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
工
業
団
地
に
は
、
ハ
イ
テ
ク

関
連
企
業
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
企
業
の
研

究
教
育
機
関
を
誘
致
す
る
と
と
も
に
、
研
究
者
の
た

め
の
居
住
区
を
併
設
し
て
職
住
近
接
の
優
れ
た
環
境

を
も
っ
研
究
、
居
住
地
区
の
実
現
在
図
り
ま
す
。

A. 常永地域には、第 3小学校を新設するほか、釜無工業団地周辺を工業適地として整備

します。

こ
の
よ
う
に
、
工
業
用
の
地
区
、
情

報
、
流
通
関
連
業
務
用
の
地
区
、
さ
ら

に
は
研
究
、
教
育
用
機
関
と
そ
の
従
業

者
の
た
め
の
居
住
地
区
な
ど
を
考
慮
し

た
甲
府
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計
画
に
適

合
し
た
地
区
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す。
ま
た
、
昭
和
町
都
市
基
本
計
画
を
軸

と
し
て
、
活
力
あ
る
田
園
産
業
都
市

昭
和
町
の
建
設
を
目
指
し
町
土
の
有
効

活
用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
 

以
上
が
総
合
計
画
の
基
本
構
想
の
概

略
で
す
。
こ
の
よ
う
に
基
本
構
想
は
、

七
年
後
を
目
標
に
町
の
将
来
あ
る
べ
き

姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
で
は
、
時
代
の
移
り

変
わ
り
ゃ
経
済
の
発
展
と
と
も
に
わ
ず

か
数
年
で
町
の
姿
は
変
わ
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
時
代
の
変
化
に
対

応
し
た
事
業
計
画
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

来
月
号
で
は
、
こ
の
基
本
構
想
に
基

づ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
事
業
を
進

め
た
ら
よ
い
か
と
い
う
具
体
的
な
事
業

計
画
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平成l.8.1広報しようわ⑤ 



高
額
"
の
自
己
負
担
限
度

額
と
保
険
税
の
限
度
額
ガ
引
き

d

J

m

-

4

 

高
額
療
養
費
自
己
負
担
限
度
額

5
万
4
0
0
0円
か
ら

5
万
7
0
0
0円
に
引
き
上
げ

国
民
健
康
保
険
証
で
医
者
に
か
か
っ
た

時
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
三
割
(
退
職
者

本
人
は
二
割
)
は
自
己
負
担
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
自
己
負
担
の
額
が
高

く
な
る
と
家
計
に
過
重
な
負
担
と
な
る

た
め
、
高
額
療
養
費
と
い

う
払
い
戻
し
制
度
が
あ

り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
五
十
万

円
の
治
療
を
受
け
た
と

し
ま
す
と
、
そ
の
三
割
の

十
五
万
円
が
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。
こ
の
高
額

療
養
費
の
適
用
を
受
け

る
と
、
従
来
は
5
c
b
c
o

z
-∞$
0
0
2
1
 

g
b
c
c
円
の
払
い
戻
し

を
受
け
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

し
か
し
、
六
月
一
日

か
ら
五
万
四
千
円
の
自

己
負
担
限
度
額
が
三
千

円
引
き
上
げ
ら
れ
、
五

万
七
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
詳
し
く
は
、
下
記
の

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(
同
一
月
内
に
同

一
の

医
療
機
関
で
治
療
を
受

け
、
一
部
負
担
金
が
次
の
よ
う
な
金
額

を
超
え
た
時
、
そ
の
差
額
に
つ
い
て
支
給

さ
れ
ま
す
。
)

ま
た
、
左
記
表
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、

国
保
へ
払
い
戻
し
の
申
請
を
す
る
必
要
が

同じ世帯で、Tか月に30，000円〈住民税

非課税世帯は、 21，000円〉以よの支払い

が複数ある場合は、合算して、 T世帯で

57，000円〈住民税非課税世帯は、31，800
円〉ガ負担限度額となります。

白親Aさん羽，000円を病院等で支払つ疋場合

子どもBさん羽.000円を病院等で支払つ芝場合

合算されます。

(30，000円+40，000円)
-57，000円=13，000円

高額療養費13.000円ガ支給されます。

000円

自己負担限度額

5ア，
(住民税非課税世帯31，800円〉

60.000円を病院等で支払つだ場合

60，000円-57，000円=3，000円

長期にわ定り、継続的|こ高額な治療の~\

要な病気で厚生大臣ガ指定する血友病、

または慢性胃不全で人工透析の治療を

うけ定場合に高額療養費の支給対象額

は1か月?万円を超える額となり、病院

等へ支払う額は 1か月 f万円が最高限

度となります。対象者は特定疾痛療養受

療証の受付をうけてください。

高額療養費3.000円が支絶されます。

同じ世帯で、負担限度額を超す支払い

が、 12か月の聞に 4回以上あつだとき

は、 4回目からの負担隈度額は33，000円
〈住民税非課税世帯は、 22，200円〉にな

ります。

60.000円を病院等で支払つだ場合

T回目から 3回目までは前記①の計算例lこより、
4回白から、

60.000円-33，000円=27.000円
高額療養費27.000円ガ支給されます。

あ
り
ま
す
。

V
手
続
き
は

高
額
療
養
費
支
給
対
象
と
な
る
世
帯

へ
は
役
場
よ
り
診
療
月
の
翌
々
月
の
中

旬
頃
通
知
書
を
送
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
以

後
通
知
書
、
領
収
書
、
印
鑑
を
持
参
の
う

え
窓
口
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
税
の
限
度
は
四
十
万
円

か
ら
十
二
万
円
に
引
き
上
げ

一」

保
険
税
は
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と

き
、
国
の
補
助
金
と
あ
わ
せ
て
、
医
療
費

の
支
払
い
に
あ
て
ら
れ
る
大
切
な
財
源
と

な
り
ま
す
。

V
保
険
税
の
計
算
は

ω
世
帯
の
収
入
に
応
じ
て

ω
世
帯
の
資
産
に
応
じ
て

ω
一
世
帯
に
つ
き

凶
世
帯
の
加
入
者
数
に
応
じ
て

以
上
四
つ
に
よ
り
計
算
さ
れ
て
決
ま
り

ま
す
。基

本
的
に
は
、
収
入
の
多
い
人
に
は
多

く
少
な
い
人
に
は
少
な
く
納
め
て
い
た
だ

こ
う
と
い
う
こ
と
で
算
出
し
た
額
が

一
年

間
の
保
険
税
と
な
り
ま
す
。

特
に
収
入
の
多
い
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、

保
険
の
性
格
か
ら
納
税
限
度
額
が
決
め

ら
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
四
十
二
万
円
と

な
り
ま
す
。

な
お
、
今
月
よ
り
年
間
税
額
の
確
定
し

た
納
付
書
を
中
旬
頃
に
お
届
け
し
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
詳
し
い
こ
と
を
お
知
り
に

な
り
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
役
場
住
民
課

国
民
健
康
保
険
係
(
箇
苅
1
2
1
1
1

内
線
⑮
⑮
)
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

受
給
に
は

「
認
定
請
求
」
、
か

uA

ご
す

〉りミカ

児

童
手
当
(
特
例
給
付
)
は
、

目
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
(
昭

ー

、
和
五
十
八
年
四
月
二
日
以
降
生

ザ

J

ま
れ
)
を
含
む
十
八
歳
未
満
の

~2
児
童
を
一
一
人
以
上
養
育
し
て
い

斗
l
d

る
方
で
、
所
得
が
下
記
表
の
限

利
引
が
度
額
以
内
で
あ
れ
ば
二
番
目
の

一凶
Z

児
童
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

一z
r
A
手
当
を
受
け
る
資
格
が
あ
る

》

E
2で
と
思
わ
れ
る
方
は
、
役
場
住
民

百
圏
直
課
へ
認
定
請
求
手
続
き
を
し
て

内
田
訓
く
だ
さ
い
。

引

な
お
、
公
務
員
の
請
求
は
、

勤
務
先
と
な
り
ま
す
。

老
齢
福
植
年
金
を

受
げ
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

老
齢
福
祉
年
金
の
八
月
期
(
四
月

か
ら
七
月
八
刀
〉
の
支
払
い
、
ガ
、
郵
便
局

で
十
一
日
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
年
金
を
受
領
し
だ
ら
、
国
民

年
金
証
書
を
役
場
住
民
諜
の
国
民

年
金
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
今
年

の
八
月
分
か
ら
一
年
間
の
支
給
額
を

記
入
し
て
¥
十
一
月
の
支
払
い
に
間
に

合
う
よ
う
に
お
返
し
し
ま
す
。

も
し
¥
証
書
の
提
出
、
ガ
遅
れ
る
と
¥

十
一
月
に
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ

一

と
に
も
な
り
ま
す
の
で
¥
忘
れ
ず
に
提

一

出
し
ま
し
ょ
う
。

-

V
お

問

合

せ

役

場

住

民

課
(
箇

河

|
2
?
?
?
内
線
⑫
⑫
〉
ま
で
。

V
児
童
手
当
の
月
額

第
二
子
分
二
千
五
百
円

第
三
子
以
降
分
五
千
円

V
支
給
月

十
月
・
二
月
・
六
月
に
そ
れ
ぞ
れ
前

月
ま
で
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

V
持
ち
物

印
鑑
、
養
育
者
名
義
の
預
金
通
帳
、

昭
和
六
十
四
年
一
月
一
日
以
降
の
転
入

者
は
、
前
住
所
地
発
行
の
児
童
手
当
用

の
所
得
証
明
書

V
請
求
・
お
問
合
せ
役
場
住
民
諜
(
箇

万
1
2
1
1
1
内
線
⑫
③
)
ま
で
。

⑥ 平成1.8.1広報しようわ

(平成元年度所得制限限度額表)

扶養親族
児童手当所得限度額 特例給付所得限度額

等の人数

。人 1， 387， 000 円 3，435，000 円

1， 687， 000 3，735，000 

2 1， 887， 000 4，035，000 

3 2，287，000 4，335，000 

4 2，587，000 4，635，000 

5 2，887，000 4，835，000 

B 3，187，000 5，235，000 

7 3，487，000 5，535，000 

B 3，787，000 5，835，000 

O
年
金
未
加
入
者
及
。
ひ
、
国
民
年
金
加
入
者
は
児
童
手
当

所
得
限
度
額
を
、
厚
生
年
金
等
の
加
入
者
は
特
例
給
付

所
得
限
度
額
で
見
て
く
だ
さ
い
。

O
申
告
所
得
か
ら

8
万
円
を
控
除
し
て
所
得
額
と
す
る
こ

と。
O
扶
養
人
数
は
、
申
告
上
の
人
数
に
よ
る
こ
と
。

O
給
与
所
得
者
は
給
与
控
除
後
の
所
得
額
に
よ
る
こ
と
。



青
少
年
の
た
め
の
県
民
会
議
表
彰

河
西
青
少
年
育
成
会
が
青
少
年

健
全
育
成
功
労
団
体
と
し
て
受
賞

を砂
つ

1E 
2牛
号円
少 ζ

まと
再ゐ

成活
安動
σ〉カ〈
15(:認
貝め
のム

会両
さ表
代彰

乗老
りキラ
ノ丈イじ
ス fこ
空Ef半
来lIiし、
規 29
突入

本
町
で
は
、
こ
の
ほ
ど
二
十
九
人
乗

り
パ
ス
を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
購
入
し

た
二
十
九
人
乗
り
パ
ス
が
老
朽
化
し
た

た
め
、
新
し
く
導
入
し
た
も
の
で
購
入

費
は
五
百
十
五
万
円
。
冷
房
も
完
備
さ

れ
、
臼
を
基
調
と
し
た
ボ
デ
ィ
ー
カ
ラ

ー
で
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
の
パ
ス
で
す
。

六
月
三
十
日
に
は
、
「
パ
ス
入
魂
式
」
が

行
わ
れ
、
神
事
で
安
全
祈
願
を
し
た
後
、

町
内
を
一
周
し
て
走
り
初
め
を
し
ま
し
た
。

こ
の
パ
ス
も
今
ま
で
ど
お
り
ご
利
用

で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
町
教
育
委

員
会
(
富
万

|
3
7
3
7
)
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

青a宙物回収IZ
ご筋力〈万さい i 

押原中学校 ! 
押原中学校生徒会 ! 

押原中学校及び押原中生徒会では、自らの労働によっ |

て、活動資金を作り出すとともに、働くことの大切さ資源の

尊さを学ぼうと、今年も例年のとおり下記の要領で有価物

回収を実施します。毎年、多くのみなさんのご協力をいた

だき感謝しています。今年もよろしくお願いします。 !

IT日時 8月20日(日) 午前 7時30分から l 
雨天の場合は 8月278(日)) 

IT集めるもの ! 
紙類新聞紙・ダンボール・雑誌・ぽろ布 i 

lビン類清酒(大・中小)ピン、ビールビン(大-i
! 中・小)、洋酒ビン、コーラ・サイダー・カル |

i ピス(茶色のみ)のビン、醤油 ・酢のビンな

! ど(一部のビンについては回収しません

l ※今年は金属類は回収しません l 

T詳しくは押原中学校(富75--2附)まで I 
L_ーーー一ーーーーーーーーーーーーー一一一ーーーーー一ー ーーー甲ーーー』ーー一一一ー一ー一ー-一_...1

「
l
i
l
-
-
t
l
l

今まてeのパスより室内が広く座席もゆったりとって

Vあり、クーラーボックスも備え付けられています。

高
等
学
校
生
活
指
導
員

、
が
決
ま
り
ま
し
た

生
活
指
導
員
は
、
必
ず
し
も
非
行
生

徒
の
摘
発
や
取
り
調
べ
を
目
的
と
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
校
生
を
次

の
に
な
い
子
と
し
て
尊
重
し
、
信
頼
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
健
全
育
成
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

各
地
区
の
指
導
員
の
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

西

条

一

区

森

田

幸

一

西

条

二

区

長

倉

武

清

水

新

居

依

田

吉

造

西

条

新

田

佐

野

英

一

押

越

山

田

定

幸

河

東

中

島

向

山

清

紙

漉

阿

原

泉

昌

夫

築

地

新

居

笹

本

剛

飯

喰

相

原

和

広

河

西

米

長

昭

太

郎

上

河

東

小

松

勝

上
河
東
二
区
小
松
文
夫

高
野
定
明

笹
本
孝
夫

林

憲

正

塩
津
政
雄

保
坂
武
彦

長
阪
和
男

望
月
和
美

今
沢
輝
夫

金
丸
俊
夫

佐
野
綾
夫

高
野
勝
彦

平成1.8.1広報しようわ⑦ 
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技
と
精
神
を
競
う

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
十

一
回
J
K
A
山
梨
県
空
手
道
選

手
権
大
会
が
五
月
二
十
一
日
、
本
町
の

町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
県
内
各
地
か

ら
十
一
チ
ー
ム
約
二
百
三
十
名
が
出
場

し
技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・

昭
和
空
手
ク
ラ
ブ
な
ど
か
ら
三
十
五
名

の
選
手
が
参
加
。
特
に
今
年
は
、
中
巨

摩
支
部
(
昭
和
町
)
の
当
番
幹
事
に
あ

た
る
た
め
「
子
づ
く
り
の
大
会
」
を
目

指
し
、
早
く
か
ら
指
導
者
・
父
母
を
合

昭
和
空
手
ク
ラ
フ

企 気合いの人った試合展開で、前年の成績を大幅にクリアした昭和空手クラブのメンバー。

め
て
準
備
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
け
い
こ
で
鍛
え
た
技
と

精
神
を
存
分
に
発
揮
し
、
熱
気
の
あ
る

試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
空
手

ク
ラ
ブ
は
、
選
手
を
は
じ
め
指
導
者
・

父
母
の
努
力
が
実
り
、
前
年
の
成
績
を

大
幅
に
ク
リ
ア
。
形
・
組
子
と
も
に
十

種
目
で
ベ
ス
ト
・
エ
イ
ト
入
り
を
果
た

し
、
大
健
闘
し
ま
し
た
。

ベ
ス
ト
・
エ
イ
ト
以
上
の
選
手
は
次

の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

V
小
学
校
低
学
年

組

子

神

戸

竜

二

形

神

戸

竜

二

(

優

勝

)

V
小
学
校
四
年
生

組

子

三

神

好

晴

形

鈴

木

剛

(

五

位

)

V
小
学
校
五
年
生

組

手

望

月

裕

形

望

月

硲

V
小
学
校
六
年
生

組

子

脇

俊

人

形

森

田

久

美

子

V
中
学
校
一
年
生

組

子

石

井

智

(

三

位

)

形

石

井

智
深
沢
研
一

福
島
吉
辰

昭
和
町
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、

六
月
四
・
十
一
・
十
八
日
に
行
わ
れ
た

第
九
回

U
T
Y
旗
中
巨
摩
少
年
野
球
大

会
で
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
郡
下
二
十

一
チ

l
ム

が
参
加
。
昭
和
は
古
豪
や
強
豪
が
で
そ

ろ
う
な
か
、

八
回
や
大
和
な
ど
と
対
戦

し
ま
し
た
。
一
、

二
回
戦
は
投
打
に
勝

る
昭
和
が
大
差
で
圧
勝
。
続
く
三
回
戦

の
敷
島
と
は
一
点
を
争
う
好
ゲ
ー
ム
と

な
り
、
特
別
延
長
の
末
、
二
対
一
で
辛

く
も
勝
ち
進
み
ま
し
た
。
決
勝
戦
で
は

強
豪
竜
西
と
対
戦
。
昭
和
メ
ガ
ト
ン
打

線
が
竜
西
の
ピ

ッ
チ
ャ
ー
の
速
球
を
見

中巨摩少重要野球大会

はりらうプνーで初優勝
、昭和岡野球ス、ポーツ少年団

事
に
捕
ら
え
、
六
点
を
奪
い
優
勝
旗
を

子
に
し
ま
し
た
。

は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
を
み
せ
て

く
れ
た
選
手
ら
は
「
次
は
県
一
位
を
目

指
し
て
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
た
い
」

と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
o

v
一
回
戦
(
五
回
コ
ー
ル
ド
)

昭
和

m
l
2
八
田

V
二
回
戦
(
五
回

コ
ー
ル
ド
)

昭
和

9
1

0

大
和

V
三
回
戦
(
特
別
延
長

2
1
1
で
昭
和
)

昭
和

3
1

3

敷
島

V
準
決
勝

昭

和

不

戦

勝

V
決

勝
昭
和

6
1
2

甲
西

竜
西

報寓1

⑧ 平成1.8.1広報しようわ

'砂

降

こ
の
輝
き
が
町
の
交
通
を
守
り
ま
す
。

』-・P-"-OI

ム

ード目
チ

ぃ…ふ山

酬

南

甲
府
交
通
安
全
協
会
昭
和
支
部

内心'パ

北

(
井
上
武
支
部
長
)
は
六
月
十
日
、
総

戸~一

一切

口
員
二
十
九
名
に
よ
り
朝
五
時
か
ら
約
二

%引.

慨
時
間
か
け
て
町
内
の
危
険
箇
所
や
カ

l

言ヤ

初

ブ
ミ
一
フ

l
・
道
路
標
識
な
ど
の
交
通
安

に
(

け
全
施
設
の
整
備
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

い

れ

特

に

カ

i
ブ
ミ
ラ
ー
の
汚
れ
は
ひ
ど

J

明
く
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
役
員
の
子
に
よ
り

;
ヵ

き
れ
い
に
み
が
か
れ
ま
し
た
。

ζ

古
家ι

役
員
ら
は

「
少
し
で
も
事
故
が
減
つ

持

て

く
れ
れ
ば
」
と
標
識
な
ど
の
汚
れ
を

企
落
と
し
た
り
、
方
向
を
直
し
た
り
し
て

い
ま
し
た
。



シ
リ
ー
ズ

昔
し
の
祭
り

甲
斐
社
記
に
よ
れ
ば
、
義
清
神
社
の
昔

し
の
祭
礼
を
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「祭
礼
ハ
七
月
廿
三
目
的
之
神
事
ト
テ
天

き
ょ
う
も
く

下
泰
平
之
御
祈
祷
仕
甲
家
嫡
伝
之
響
目

め
い

け
ん

鳴
弦
相
勤
即
右
御
札
ハ
支
配
御
役
所
江

納
又
当
十
七
日
廿
三
日
迄
七
日
之
問
ハ

甲
源
之
飴
流
及
武
事
ニ
携
ハ
リ
候
者
其

ほ
う
そ
う
ま
え
や
く

ど

し

ほ

う

さ

ん

け

い

外
痘
疹
前
厄
年
ニ
当
リ
候
者
杯
参
諸
シ

通
矢
或
ハ
八
ツ
的
等
ヲ
射
而
献
々
」
と
あ

か
さ
が
け

る
。
徐
流
と
は
笠
懸
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

や
ぶ
さ

め

笠
懸
と
は
、

流
鏑
馬
、
犬
追
物
と
と
も
に

み
つ
も
の

馬
上
の
三
物
と
称
さ
れ
、
疾
走
馬
上
よ
り

の
弓
馬
射
芸
で
あ
る
。
神
事
と
し
て
は
、

「
的
を
射
る
」
神
事
と
「
響
目
鳴
弦
」
の
神

事
と
が
あ
り
、
「
的
を
射
る
」
神
事
と
は

神
社
裏
に
あ
る
矢
場
に
お
け
る
通
し
矢

と
、
馬
場
に
備
え
た
的
に
対
す
る
笠
懸
を

行
い
天
下
泰
平
の
祈
藤
を
行
う
儀
式
で

あ
り
、
「
響
目
鳴
弦
」
の
神
事
と
は
、
弓
に

あ
く
り
ょ
う

矢
を
番
え
弓
弦
を
弾
き
鳴
ら
し
悪
霊
・

物
の
怪
を
追
い
払
、
つ
儀
式
で
あ
る
。

神
事
を
執
り
行
う
者
は
、
甲
斐
源
氏

諸
氏
や
痘
疹
前
厄
年
の
人
、
そ
の
外
神

事
の
進
行
を
手
伝
う
人
た
ち
で
あ
る
。

祭
り
は
、
七
月
十
七
日
か
ら
二
十
三
日

ま
で
の
七
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
。

神
事
に
携
わ
る
者
は
、
杯
参
詣
し
て
か

ら
祭
事
に
入
っ
た
と
あ
る
。
杯
参
詣
と

は
お
墓
に
詣
で
る
こ
と
で
あ
り
、
神
社

昭
和
町
郷
土
研
究
部
委
員

⑧ 

長
田

鉄
男

西
に
あ
る
義
清
公
の
墳
墓
に
お
詣
り

し
、
身
も
心
も
清
め
て
神
事
に
当
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
神
事
の
主
体
は
武
技
で
あ

り
、
弓
馬
技
は
甲
斐
源
氏
家
伝
承
の
お

家
芸
で
あ
る
。

神
事
の
一
番
の
呼
ぴ
物

は
笠
懸
で
あ
る
。
疾
走
馬
上
よ
り
、
三
十

メ
ー
ト
ル
も
先
の
的
を
射
落
と
す
様
は

実
に
見
事
な
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
。
鎌

倉
に
於
て
も
、
甲
斐
源
氏
諸
氏
の
弓
馬

技
は
群
を
抜
き
、
特
技
の
笠
懸
で
は
名

声
を
博
し
た
と
言
う
。

二
十
三
日
は
本
祭
日
で
あ
る
。
総
て

の
神
事
が
奉
納
さ
れ
、
当
日
の
的
札
は

支
配
御
役
所
に
納
め
た
と
あ
る
。
前
六

日
間
の
武
技
は
当
日
の
た
め
の
練
習
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
だ
け
当
日
に
か

け
る
参
加
者
の
意
気
込
み
は
大
き
く
、

ま
た
、
競
い
合
う
場
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
そ
れ
に
し
て
も
神
社
の
祭
り
の
神

事
と
し
て
、
こ
れ
程
ま
で
に
武
技
を
取

り
入
れ
た
祭
り
が
他
に
あ
る
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
は
ま
さ
に
武
を
練
磨
す
る
道

場
で
あ
り
、
こ
れ
が
無
敵
を
誇
る
甲
斐

源
氏
と
な
る
基
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
よ
う
に
武
技
主
体
の
祭
り
が
、

義
清
神
社
の
祭
礼
で
あ
っ
た
。

祭
礼
中
は
、
神
社
参
詣
か
た
が
た
勇

壮
無
比
な
る
神
事
を
見
ん
も
の
と
、
近

郷
近
在
よ
り
多
く
の
人
ぴ
と
が
押
し
か

け
て
、
西
条
の
地
は
連
日
ご

っ
た
返
す
程

の
賑
わ
い
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

。⑦寸

こ
の
よ
う
な
地
域
だ

け
に
、
新
し
く
住
民
と

し
て
居
住
す
る
人
達
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
な
か
で
、
ふ
る
さ
と

づ
く
り
は
色
々
と
工
夫

を
こ
ら
し
な
が
ら
、
新
旧

住
民
の
ふ
れ
あ
い
の
輪

を
高
め
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。忙

し
い
中
で
、
区
の
執

行
部
や
各
種
団
体
の
協

力
を
得
な
が
ら
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
婦
人
会
が
中
心
に
な
り

民
謡
、
ヨ
ガ
教
室
、
栄
養
推
進
員
が
中
心

に
料
理
教
室
、
そ
の
他
大
正
琴
な
ど
各
グ

ル
ー
プ
ご
と
開
催
し
て
い
ま
す
。

年
間
行
事
の
中
、
正
月
に
は
獅
子
舞

い
、
八
月
に
は
盆
踊
り
大
会
、
九
月
に
入

っ
て
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、
こ
れ
に
は
、
子

供
か
ら
大
人
ま
で
参
加
し
、
カ
ラ
オ
ケ

4

八
月
に
行
わ
れ
る
盆
踊
大
会
。

区
民
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
帰
省
し
た
人
達
も
参
加
し
て
賑
い
ま
す
。

~清水新居~

13、清
水
新
居
地
区
は
、
昭
和
町
の
北

東
に
位
置
し
、
甲
府
バ
イ
パ
ス
に
さ
え

切
ら
れ
甲
府
市
に
入
り
込
ん
だ
よ
う

な
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
狭
い
区
内
の
東

側
に
昭
和
バ
イ
パ
ス
、
西
側
に
は
ア
ル
プ

ス
通
り
、
そ
れ
に
新
し
く
上
石
田
・
西

条
線
と
甲
府
バ
イ
パ
ス
に
通
じ
る
幅
十

仁

川

ト

i路
が
走
っ
て
い
ま
す
。

昔
し
の
祭
り
は
、
神
事
と
し
て
武
技
を
奉
納
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
祭
事
変
わ
り
、
昨
年
か
ら
は
御
輿

が
繰
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
(
御
輿
は
角
野
惣
作
氏
寄

4
司
進
の
物
)

H

ゴ
ミ

O
の
白
H

の
一
環
と
し
て
五
月
二
ビ
ン
を
一
つ
ひ
と
つ
拾
い
歩
き
ま
し
だ
。

十
一
日
か
ら
六
月
十
一
日
ま
で
の
期
間
そ
の
結
果
、
町
民
三
干
三
百
九
十
七
名

中
、
各
地
区
で
空
き
缶
・
空
き
ビ
ン
な
ど
の
の
参
加
を
頂
き
、
空
き
缶
八
万
四
千
七
百

ゴ
ミ
収
集
作

「

}

八
十
一
個
、

業
を
中
山
と

H

ゴ
ミ

O
の
日
H

一
空
き
ビ
ン
七

し

疋

環

境

美

干

五

百

八

十

化

活

動

が

実

空

き

缶

8
万
5
千

個

を

回

収

一
一
一
本
、
ゴ
ミ

施

さ

れ

ま

し

ご

協

力

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

だ

一
一一

O
囚
ト

た
o

r

{

|

」
ン
を
収
集
し
、

各
地
区
で
は
¥
早
朝
か
ら
区
民
総
参
加
大
変
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

で
、
ビ
一
丁
ル
袋
片
手
に
県
道
や
身
延
線
沿
定
。
町
民
の
み
な
さ
ん
ご
協
力
あ
り
、ガ
と

い
・
河
川
な
ど
に
落
ち
て
い
る
空
き
缶
・
空
き
う
ご
ざ
い
ま
し
だ
。

大
会
や
金
魚
す
く
い
な
ど
区
内
上
げ

て
の
お
祭
り
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
秋

葉
神
社
の
祭
典
と
か
さ
な
る
た
め
、

久
し
振
り
に
帰
郷
し
た
人
達
の
飛
び

入
り
も
出
て
賑
わ
い
ま
す
。
夏
休
み

に
は
、
子
供
ク
ラ
ブ
員
が
愛
町
日
と

い
っ
て
日
を
決
め
区
内
の
道
路
清
掃

を
毎
年
行
い
ま
す
。
夏
季
施
設
も
昨

年
は
、
清
川
の
釣
堀
を

一
日
借
り
切

っ
て
親
子
釣
り
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
の
子
供
達
は
自
分
で
遊
具
が
作
れ

な
い
た
め
、
一
目
、
役
員
の
人
達
が
子

供
と
一
緒
に
竹
や
木
を
使
っ
て
玩
具

の
作
り
方
な
ど
指
導
し
ま
し
た
。
ま

た
老
人
ク
ラ
ブ
の
人
達
と
壮
年
部
対

抗
の
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
大
会
も
年
に

二
、
三
回
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
か
ら
は
、
も
っ
と
住
民
の
意
見

を
聞
き
、
ま
た
区
内
の
指
導
者
的
先

輩
と
も
相
談
し
な
が
ら
、
ふ
れ
あ
い
の

輪
を
広
げ
新
し
い
地
域
、
清
水
を
目
指

し
役
員
一
同
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

L 
平成l.8.1広報しようわ⑨ 



、す、

偽 、。五

句

1
生
き
て
ゆ
く
証

舎
回
は
、
文
化
活
動
の
振
興
に

寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
た
び
、
中
巨
摩
郡
文
化
協
会

連
合
会
会
長
表
彰
(
俳
句
の
部
)

を
受
賞
さ
れ
た
上
河
東
の
伊
藤
春

江
さ
ん
に
、
俳
句
を
始
め
た
き
っ

か
け
や
こ
れ
か
ら
の
目
標
や
希
望

栄養改善推進員

松岡満子さん
(築地新居)

南瓜のバター焼き
ホワイト
ソースかけ

一寸お手伝い

A r苦しい時、悲しい時、俳句が心の支

えになりました」

伊藤春江さん(69歳)

(上河東)

な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た。
あ
な
た
の
生
き
甲
斐
は
と
言
わ
れ

た
ら
私
は
た
め
ら
わ
ず
に
「俳
句
を
作

る
こ
と
と
読
む
こ
と
で
す
」
と
答
え
る

と
思
い
ま
す
。
学
も
才
も
無
く
農
業
ひ

と
す
じ
に
生
き
て
来
た
長
い
年
月
を

ふ
り
返
る
時
、
こ
ん
な
に
も
俳
句
を
詠

む
こ
と
が
心
の
支
え
に
な
っ
た
の
は
何

時
頃
か
ら
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
今
更
の

よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
だ
若
か
っ
た
頃
、
ふ
と
し
た
こ
と

か
ら
俳
句
と
言
う
も
の
を
知
り
ま
し

た
。
先
生
、
先
輩
方
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
見
ょ
う
見
ま
ね
で
始
め
た
俳
句

で
す
が
、
季
語
の
象
徴
性
や
生
活
に
即

し
た
文
学
と
分
り
始
め
た
の
は
ず
っ
と

後
の
こ
と
で
し
た
。
野
菜
作
り
稲
作
り

が
毎
年
同
じ
不
安
と
期
待
を
抱
き
な

が
ら
、
よ
ろ
こ
び
と
失
敗
を
く
り
返
し

て
い
る
よ
う
に
作
句
に
は
極
め
る
所
の

と
みりよ
E

つ

無
い
苦
し
み
が
あ
る
の
で
す
。
徒
長
し

て
出
荷
出
来
な
い
菜
っ
ぱ
の
よ
う
に
ど

う
に
も
な
ら
な
い
作
品
で
も
そ
れ
な

み
口
ん
コ
B
ゴ
の

-材料 (4人前)

南瓜…………………厚さ lcmの櫛形に切ったもの 8----12枚

バター・サラダ油…各大さじ 1

調味料………....・ H ・塩・こしょう

〈ソース材料〉

バター……・・………・大さじ 2 牛乳……………カップ 1

小麦粉………………大さじ lYz 生クリーム……カップ%

ピクルス(胡瓜)又は梅酒の梅………みじん切りカップ約%

調味料……-………塩・こしょう・化学調味料

広
一し

-作り方

①水気を拭いて塩・こしょうした南瓜は厚手のフライパンに

バターとサラダ油を熱し、強火で両面焦目をつけた後、弱火

でじっくり焼く。

②ソースは厚手のフライパンにバターを熱し、弱火で小麦粉

を色のつかない様充分にいため(この時充分にいためない

と小麦粉の匂いが残る)、牛乳を 3----4回に分けて入れ、ダ

マの出来ない様に仕上げ、生クリームを入れて味を整える。

仕上ったソースにピクルスを入れまぜ合せる。

③南瓜を皿にとりソースをたっぷりかけ、パセリを飾って供

する。

り
に
大
事
な
自
分
の
生
き
て
い
る
証
で

も
あ
る
の
で
す
。

見
な
れ
て
い
る
周
囲
の
も
の
も
作

句
と
言
う
目
で
見
る
限
り
、
色
と
匂
い

と
音
と
不
思
議
な
程
鮮
明
に
輝
い
て

く
る
の
で
す
。
し
か
し
、
私
に
は
も
と
よ

り
素
質
や
才
能
が
あ
っ
た
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
年
と
共
に
う
す
れ
て
く
る
感

動
と
視
野
の
せ
ば
ま
り
に
は
言
い
知
れ

ぬ
焦
燥
と
空
し
さ
を
感
じ
ま
す
が
ど

う
す
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。

同
じ
道
を
歩
む
多
く
の
先
輩
、
友

人
の
暖
か
い
思
い
や
り
の
心
と
家
族
の

協
力
の
中
に
こ
れ
か
ら
も
老
の
力
を
ふ

り
し
ぼ
っ
て
、
出
来
る
限
り
先
達
の
句

境
に
少
し
で
も
近
付
く
べ
く
牛
歩
の

勉
強
を
つ
づ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ム材、
4 

5 

一九~:.:í，tU1:!殿町

ー

/

t

l

l

r

¥

/

¥

i

ノ

¥
1

野
菜
類
の
嫌
い
な
息
子
達
の
為
に
考
え
、
作
り

始
め
て
二
十
有
余
年
。
い
ま
で
は
離
れ
住
む
息

子
の
家
庭
に
も
定
着
し
た
様
で
す
。

、

「
f
f
¥
(
f〉
(
〉
I
¥
f
L
(
と

枝
折
っ
て
し
ま
い
も
し
て
は
柿
摘
芽

朝
菜
つ
む
残
り
湯
沸
し
ぬ
く
ま
り
ぬ

風
み
ど
り
磨
き
抜
か
れ
し
須
弥
培
一
に

速
さ
日
の
母
の
幾
音
母
の
日
に

応
ふ
る
も
問
う
も
ひ
と
こ
と
梅
雨
深
し

梅
雨
深
し
誰
も
来
ぬ
日
の
花
替
え
て

梅
雨
果
、
や
捨
猫
抱
い
て
子
は
一
反
る

紫
蘇
束
ね
聞
き
役
と
な
る
香
の
中
に

鉄
線
の
迷
い
の
蔓
に
つ
ま
づ
け
る

な
き
母
の
植
え
し
あ
や
め
の
親
し
か
り

宿
題
の
で
で
む
し
探
す
灯
り
下
げ

梅
雨
晴
間
二
日
の
旅
は
パ
ス
連
ね

み
ち
の
く
の
丘
に
谷
聞
に
茶
の
緑

消
費
税
に
手
間
取
る
買
物
露
灯
し

茶
ど
こ
ろ
に
旅
の

一
夜
の
宿
ゆ
か
た

羽
衣
の
松
の
風
音
夏
帽
子

昼
下
り
蚊
帳
の
青
さ
に
子
が
眠
る

代
掻
き
の
手
直
し
鍬
を
母
が
振
う

多
摩
川
の
瀬
音
し
み
入
り
夏
炉
燃
ゆ

魅
せ
ら
れ
て
藍
染
扇
子
買
う
夏
行

更
衣
ひ
と

日
隣
の
喪
に
服
す

白
百
合
の
ぬ
き
ん
出
て
句
座
と
と
の
い
ぬ

一
燈
に
揃
う
家
族
や
居
間
涼
し

鈴
虫
が
か
え
り
て
子
供
ら

一
大
事

自
ら
の
重
み
に
伏
せ
て
す
と
け
し
あ

旅
心
急
大
樹
へ
だ
て
て
月
涼
し

で
で
虫
や
子
は
あ
の
あ
た
り
富
士
の
前

半
夏
生
旅
の
衣
は
絹
ず
れ
て

雨
宮

井
上
ま
さ
江

イヂー

藤
磯
告F

小
沢
百
合
子

長
田
そ
の
子

河
田

輿
石
さ
急
代

生孟
田

高
野

内
藤
ふ
く
次

中
j尺

オ公
岡

薬

袋

ヰし
孝

春

=エ
信
与

好
子

麻
子

久

オ支

静
代

満

子
花
枝
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(ハ
V
〈
)
一
冗

(
母
)
秀
子

上河東二区

小田切亮くん
S 62.11. 4生

砂
名
前
の
由
来
何
し
ろ
父
親
の
名
前
に
似
て
い
る
事
が
第

一

で
か
つ
一晴
れ
渡
っ
た
空
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
音
色
が
亮
々
と
響

く
よ
う
な
人
生
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
で
す
。

んやち

舌

り
里

姓

新
ゆ
改
ω
0
.

F
t平臼・Q

U
 

苓
J

田主
吉
岡

(ハ
V
A
)

(
母
)
孝保
江 雄

司
J

'
名
前
の
由
来
画
数
も
見
て
、
明
る
く
、
清
く
、

強
く
、
正

し
く
、
心
豊
か
な
思
い
や
り
の
あ
る
女
ら
し
い
子
に
、
育
っ

て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

上河東二区
しゅん

新津 瞬くん
S.62.9.22生

戸
川

V
A
」

(
母
)

実修

h
p
名
前
の
由
来

星
な
ど
が
き
ら
め
く
と
い
う
意
味
か
ら
名
付

け
ま
し
た
。
未
知
の
幻
世
紀
を
生
き
て
行
く
の
に
、

キ
ラ
リ
と

光
る
人
生
が
送
れ
れ
ば
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑨
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
歳
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一

お
申
し
込
み
は
、
役
場
企
画
調
整
室
(
冨
苅
1
2
1
1
f内
線
⑪
)
ま
で
刀

一

よ
り
よ
い
親
に

な
る
た
め
に

ー
左
き
さ

l

左
き
き
で
八
サ

ミ
な
ど
じ
ょ
う
す

に
使
え
ま
せ
ん
。

注
意
を
す
れ
ば
、
そ
の
時
だ
け
右
手
を

使
う
け
れ
ど
、
直
る
で
し
ょ
う
か
。

J
.
へ
ロ
ン
と
い
う

人
が
書
い
た
「
左
き

さ
学
ー
そ
の
脳
と

心
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
|
」
と
い
う
本
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
世
界
中
に
左
き
き

の
人
は
昔
か
ら
約

2
パ
ー
セ
ン
ト
は
い
る

そ
う
で
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
先
天

的
な
大
脳
の
し
く
み
に
よ
る
も
の
と
、
後

天
的
な
習
慣
に
よ
る
も
の
と
が
あ
り
、
後

者
、
つ
ま
り
小
さ
い
こ
ろ
に
偶
然
左
手
を

使
っ
て
慣
れ
た
場
合
は
、
早
い
時
期
に
右

手
を
使
う
訓
練
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
容

易
に
利
き
子
が
か
わ
る
(
お
た
ず
ね
の
よ

う
に
直
る
)
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
前
者
、
す

な
わ
ち
大
脳
の
し
く
み
が
先
天
的
に
異

な
る
よ
う
に
生
れ
た
人
の
場
合
は
無
理

に
矯
正
し
よ
う
と
す
る
と
、
吃
音
(
ど
も

り
)
が
生
じ
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
は
大
脳

の
左
右
半
球
の
言
葉
や
手
足
の
運
動
を

つ
か
さ
ど
る
部
位
と
関
係
が
深
い
た
め
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

左
き
き
の
人
は
少
数
派
で
あ
り
、
ま
た

目
立
つ
の
で
何
や
か
や
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
本
人
に
と
っ
て
は
左
が
き
き
子
で
あ

れ
ば
、
そ
ち
ら
を
器
用
に
使
う
の
は
当
然

の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
後
天
的
な
も
の
か

ど
う
か
わ
か
ら
な
い
幼
少
期
に
は
、
右
手

に
物
を
持
た
せ
る
よ
う
に
し
む
け
る
と

か
、
小
学
生
く
ら
い
で
習
字
を
な
ら
う
の

を
き
っ
か
け
に
両
手
が
使
え
る
よ
う
に
な

っ
た
話
も
聞
き
ま
す
の
で
、
や
っ
て
み
る
の

は
よ
い
で
し
ょ
う
。

世
の
中
、
多
数
派
向
き
に
で
き
て
い
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
左
き
き
用
の
ハ
サ

ミ
や
グ
ロ
ー
ブ
な
ど
も
出
ま
わ
っ
て
い
る
よ

う
で
す
し
、
将
来
そ
う
困
る
こ
と
は
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

む
し
ろ
右
き
き
の
人
も
、
左
手
を
も
っ

と
使
え
る
よ
う
に
訓
練
し
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
す
ら
思
い
ま
す
。

(
県
家
庭
教
育
資
料
よ
り
)

、

最
近
、
埼
玉
県
内
な
ど
で
幼
児
を
狙
っ
た

誘
拐
殺
人
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
町

内
で
も
常
永
団
地
や
学
校
付
近
で
変
質
者

が
出
没
し
て
い
ま
す
。
子
供
に
は
、
日
頃

か
ら
知
ら
な
い
人
に
は
決
し
て
つ
い
て
い
か

な
い
こ
と
を
繰
り
返
し
教
え
、
ま
た
、
不
審

者
を
見
か
け
た
時
は
、
お
く
せ
ず
に
ひ
と
声

か
け
て
確
か
め
る
か
、
す
ぐ
二

O
番
す
る

よ
う
仁
し
ま
し
ょ
う
。
警
察
も
全
力
在
あ

げ
て
誘
拐
な
ど
の
捜
査
や
防
止
に
努
め
て

い
ま
す
の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

0

.

昭
和
駐
在
所
(
冨
花
1
2
0
5
一

5
)
よ
り

一

↑E
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平
成
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史

村
松
か
え
で

栗

原

正

博

雨

宮

聡

美

青

木

里

奈

宮
川
亜
由
美

武

藤

奈

々

巨
民
廿
汁
知
自
力
八

回

遺

優

敏

保

坂

典

秀

長
谷
川
直
樹

田

中

理

沙

雨
宮
華
奈
子

幡

野

美

幸

圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 

封
保

治勝忠誠秀信芳 秀俊広良泰一
彦彦光誠樹明久剛滋任夫幸文至書

婚

¥

天

野

義

洋

d

斉

藤

礼

子

へ

村

松

義

秀

d

d

薩

摩

裕

子

A

渡

遺

誠

J

A

栗

原

加

代

、

九

久

慈

宏

明

/

J

堀
内
小
百
合

、

A
N

久
保
島
一
樹

深

沢

和

美

h

由
l
山

出

和

刊

削

別

d
F

J

杉
山
さ
つ
き

も、

ヘ

長

門

進

/

d

由
村
利
恵
子

h

杉

山

治

J

d

穐

山

貴

子

A
P

島

崎

靖

ノ

J

瀧

本

静

江

(
地
区
)

西

条

二

区

築

地

新

居

築

地

新

居

紙

漉

阿

原

清

水

新

居

西

条

二

区

紙

漉

阿

原

紙

漉

阿

原

上
河
東
二
区

西

条

一

区

西

条

一

区

上
河
東
二
区

上

河

東

西

条

二

区

姻

• • • • 

I可

西

西

条

二

区

築

地

新

居

西

条

二

区

平成l.8.1

紙

漉

阿

原

西

条

二

区

広報しようわ

西

条

二

区

清

水

新

居

上
河
東
二
区

⑪
 

-圃・・・・・・



1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1・l
lノ

第
1
田

町

民

一

長
さ
わ
や
か
ふ
れ
あ
い
コ
ン
ペ
一

課

町

体

育
協
会
ゴ
ル
フ
部
で
は
、
左
記

一

加
に
よ
り
夏
季
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

参
V
白

時

九

月

五

日

例

午

前

8
時

，r
¥
 V

会
場
丘
の
公
園
ゴ
ル
フ
・
コ

l
ス

一

V
対
象
ハ
ン
デ
お

i
刊
の
方

V
定

員

的

名

V
参
加
料
二
、

0
0
0円
(
プ
レ
ー

代
は
個
人
負
担
)

V
競
技
方
法
新
ペ
リ
ア
方
式
と
す

λ
U
 

V
申

込

み

期

間

八

月

二
十

一
日
間

i
八
月
二
十
五
日
働

V
申
込
み
・
お
問
合
せ
町
教
育
委
員

会
(
箇
万
1
3
7
3
7
)
ま
た
は
、

各
地
区
ゴ
ル
フ
部
役
員
ま
で
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

雄
大
な
自
然
に
固
ま
れ
た
清
里
の
森

に
「
リ
ゾ
ー
ト
昭
和
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
楽
し
さ
と
く
つ

ろ
ぎ
を
あ
た
え
て
く
れ
る
別
荘
気
分
の

町
民
の
た
め
の
保
養
施
設
で
す
。

緑
豊
か
な
八
ヶ
岳
山
麓
の
真
只
中

で
、
今
度
の
休
日
は
高
原
の
リ
ゾ
ー
ト

ラ
イ
フ
を
気
の
合
う
仲
間
同
士
・
ご
家

族
な
ど
で
お
お
い
に
楽
し
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

詳
し
く
は
、
役
場
企
画
調
整
室
(
箇

万
1
2
1
1
1内
線
⑮
⑫
)
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
夏
、

の
突
通

県
民

故
防
止

夏
は
行
楽
シ

ー
ズ

ン
と
子
ど
も
た
ち
の

夏
休
み
が
重
な
り
、
交
通
事
故
の
多
発
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
、
正
し
い
ル

ー
ル
と
マ
ナ

1
で
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
重
点
目
標
は
①
無
事
故
・
無
違

反
運
動
の
推
進
②
シ

l
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
③
飲
酒
・

過
労
・
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
な
ど
の
無
謀

運
転
の
防
止
④
暴
走
族
追
放
運
動
の
推
進

⑤
交
通
安
全
指
導
所
を
開
設
し
、
事
故
防
止

の
徹
底
で
す
。
交
通
事
故
の
な
い
住
み
よ
い

ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

田
和
町
か
ら
の
提
案
/

「
リ
ゾ
ー
ト
昭
和
」

申
込
み
受
付
げ
中

屯骨量
E
Fu--
醐聞紙
剖
豊
富
強冊子

交
、
事
故
相
談

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
交
通
事

故
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ

て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

V
相
談
日
月
曜
か
ら
金
曜
午
前
九

時
半
(
)
午
後
四
時
四
十
分

V
弁
護
士
相
談
日
毎
月
第
三
木
曜

日
午
後
一
時

1
午
後
四
時

V
相
談
所
甲
府
市
丸
の
内

3-mー

5

千
代
田
火
災
海
上
ピ
ル
四
階

甲
府
調
査
事
務
所
内

甲
府
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー

(
箇
お
1
8
8
1
0
)

※
な
お
、
電
話
で
の
ご
相
談
も
受
付
け

て
い
ま
す
。
(
直
通
箇
お
1
8
3
3
5
)

町内交通事故

発生件数

「気をつけて」

朝の一言忘れずに

=6月分--

ヲ崎

歯
み
が
き
の
目
的

⑫ 平成1.8.1 

歯
科
口
腔
外
科

山
梨
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院

歯
科
衛
生
士

な
ぜ
歯
を
磨
く
の
か
?
と
聞
か
れ
た

ら、

エ
チ
ケ
ッ
ト
だ
か
ら
、
気
持
悪
い
か
ら
、

習
慣
で
、と
答
え
る
方
が
多
い
と
思
い
ま

す。
口
の
中
の
病
気
(
ム
シ
歯
、
歯
槽
膿
漏
、

歯
肉
炎
)
の
原
因
の
多
く
が
口
の
中
の
細

菌
に
よ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
細
菌
を
含
ん

だ
、
食
物
の
カ
ス
が
は
り
つ
い
た
粘
液
の
固

ま
り
を
歯
垢
と
呼
び
ま
す
。
最
近
で
は
、

歯
ブ
ラ
シ
の

C
M
で
も
出
て
き
ま
す
が
、

こ
の
歯
垢
を
歯
や
歯
肉
の
境
に
残
し
た
ま

ま
放
っ
て
お
く
と
、
ム
シ
歯
や
歯
槽
膿
漏
に

な
り
ま
す
。
ど
ん
な
汚
い
口
の
人
で
も
、
唇

や
頬
が
い
つ
も
触
れ
て
い
る
歯
の
面
は
比

較
的
き
れ
い
な
は
ず
で
す
。
唇
や
頬
の
運

動
に
よ
っ
て
、
自
然
に
唾
液
で
洗
い
流
し
て

い
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
と
逆
に
汚
れ
て
い
る

部
分
、
要
す
る
に
歯
垢
が
付
く
部
分
が
あ

り
ま
す
。
「歯
の
溝
」「
歯
と
歯
が
隣
り
合
っ

た
所
」「
歯
と
歯
肉
の
境
」
の
三
ヶ
所
で
す
。

こ
の
三
ヶ
所
を
歯
科
で
は
「
不
潔
域
」と
い

っ
て
い
ま
す
。
歯
垢
が
溜
ま
り
ゃ
す
く
溜
ま

っ
た
ら
き
れ
い
に
し
に
く
い
部
分
な
の
で

す
。
自
然
の
力
で
き
れ
い
に
出
来
な
い
所

を
道
具
を
使
っ
て
き
れ
い
に
し
よ
う
と
い

う
の
が
、
真
の
意
味
で
の
「
歯
磨
き
」
だ
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ひ
と
頃
前
は
、
ロ
ー
リ
ン
グ
法
と
い
っ
て

歯
ブ
ラ
シ
を
上
下
に
ク
ル
ッ
と
回
転
さ
せ

ネ本

広報しようわ

葉

子

る
磨
き
方
が
流
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
き
れ
い
に
し
に
く
い
所
に
溜
ま
っ
た
歯

垢
を
除
去
す
る
磨
き
方
、
要
す
る
に
ム
シ

歯
の
予
防
、
歯
槽
膿
漏
の
予
防
、
改
善
と

い
う
目
的
に
応
じ
た
磨
き
方
が

一
般
的
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
歯
並
ぴ
、
岐
み
合
わ

せ
、
人
間
の
口
の
中
は
一
人
ひ
と
り
み
な

違
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
人
に
合
っ
た

磨
き
方
を
マ
ス
タ
ー
し
た
方
が
良
い
の
で

す
。
詳
し
く
は
歯
科
医
で
教
え
て
く
れ
ま

す
が
、
ち
ゃ
ん
と
習
っ
て
実
行
す
れ
ば
か
な

り
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

今
や
、
病
気
は
専
門
家
に
任
せ
て
お

け
、
と
い
う
時
代
は
終
り
ま
し
た
。
三
十

歳
以
上
の
国
民
十
人
の
内
、
八
人
が
歯
槽

膿
漏
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
健
康
と
は
自
然

に
備
わ
っ
て
い
る
も
の
で
も
な
く
、
何
も
し

な
く
て
も
維
持
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
様

で
す
。
こ
の
頃
は
ウ
ォ

i
キ
ン
グ
、
水
泳
な

ど
の
健
康
づ
く
り
を
行
う
人
達
も
多
い
は

ず
で
す
。
健
康
な
歯
で
一
生
噛
む
、
と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
、
ま
た
、
体
を
洗
う
、
掃
除

を
す
る
な
ど
汚
れ
た
も
の
を
き
れ
い
に
す

る
と
い
う
生
活
感
覚
か
ら
、
な
に
げ
な
く

毎
朝
、
洗
面
所
に
立
っ
て
や
っ
て
い
る
「
歯

み
が
き
」
と
い
う
習
慣
を
考
え
て
み
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

J、
iと

画

財
団
法
人

里
仁
会
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日

日

集

8月18日(金)
午前10時20分"-'10時25分

場所総合会館前

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。ま

た、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモで

しっかり封をしてください。

日叉猫犬用不

時

査

実施日 受付時間及び地区 該 当 ノ!日l.J 場所|

午後 1時00分~8月10日 昭和63年 7月出生児。 出念

(木)
(押原地区)

昭和63年10月出生児。
午後 1時30分~

J仁色ヨ、

(常永地区) dzEz h 

8月11日
午後2時00分~

平成元年 1月出生児。

(金)
(西条地区)

平成元年4月出生児。 館

吾分
ロ~康健児手L

有害物質(不燃ゴミ)の特別収集

町ではつぎのとおり有害物質等の特別収集を行います。詳

しい内容については、後日配布する回覧文をご覧くださいo

v全地区…… 8月 7日(月) 午前 6時~午前 8時

※通常、不燃物・粗大ゴミの収集時に出せない物(ガスボン

べ・タイヤ・灰など)

※お出しになる物には必ず指定の荷札をつけてください。

西条新田西条一区西条二区清水新居

押越河東中島紙漉阿原

築地新居飯喰河西上河東 上河東二区

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

※受付終了時間は、午後 2時30分ですのでご承知くだ、さい。

盆
お
く
り
の

供
物
の

特
別
収
集
巴

つ
い
て

町
で
は
八
月
十
六
日
(
水
)
午
前

8
時
ま
で
に
盆
の
供
物
の
特
別
収
集

を
行
い
ま
す
。
供
物
の
収
集
場
所
は
、

各
区
の
衛
生
委
員
を
通
じ
て
連
絡
い

だ
し
ま
す
の
で
、
一
般
の
ゴ
ミ
収
集

場
所
に
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
だ
、
河
川
美
化
の
だ
め
川
に
は
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

因子手帳受付及び一般健康相談臼

日

場

時 8月5日(土)・19日(出午前9時"'11時30分

所総 合 会 館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は、必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い、健康についての相談にお答えしています

のでお気軽にお出かけください。

昭和町総合健診結果報告会

先般実施いたしました総合健診の結果報告会を開催いた

します。検査結果の見方、個人指導(事後指導入助言等があ

りますので、受診者の方は必ず出席してください。

せっかく受けた健診も受けたまま放っておいてはなんの

意味もありません。

報告会に参加して、家族ぐるみで健康管理に努めましょ

っ。

4歳 6か月児健康診査

実 施 日

受付時間

場所

該 当児 実施日 対象地区 受付時間 会場

西条新田 午前日時30分~g 時
B月18日(金)

西条 二 区 午後 l時 ~1 時30分

紙漉阿原 午前 B 時30分~g 時
日月21日 (月)

押 越 午後 i時 ~1 時30分

清水新 居 午前B時30分~日時
B月22日(火)

dに企コ誌

河東中島 午後|時 ~1 時30分

飯 喰 午前日時30分~日時
ぷZ2三正h 

B月23日(水)
築地新居 午後 l時 ~ 1 時30分

上河東 午前日時30分~g 時 館

B月24日(木)
西条 一 区 午後 1時 ~1 時30分

上河東二区 午前B時30分~日時
B月25日(金)

j可 西 午後 l時 ~1 時30分

8月29日(火)
午後 1時"-'1時30分
総合会館

昭和62年 12月1日~昭和63年 1月31日までの出生

児、及び前回未受診児。

母子手帳・ 1歳6か月児健診質問票持ち物

吾合
口~

実施日

受付時間

場所

該当児

持ち物

キ実

8月30日(水)

午後 1時"-'1時30分
総合会館

平成元年 4月 1日"-'5月31日までの出生児。

母子手帳

科外耳ラ整児手し

査

実 施 日

受付時間

場所

該当児

き分
ロジ

8月31日(木)

午後 1時"-'1時30分
総合会館

昭和59年 5月1日~昭和59年 7月31日までの出生

児、及び前回未受診児。

持ち物母子手帳・ 5歳児健診質問票
※尿検査がありますので、ご承知おきくだ、さい。

康(建児歳5
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( ヨットはな棚上岡かつて走仰の?

もちろん、追い風のほうがヨットガ前進するのに都合がよ

雑 いのですが、向かい風でもちゃんと前進することができま蕊

学 ヨットガ斜め前方から風を受けると、ヨットは横に押され

ーー メ ます。このとき、かじをうまく操作すると、横に押される力を

モ 斜め前万への推進力へ変えることができます。

こうして、嵐上に対して45度ぐらいの角度で、ジグザグ

に前進すれば¥ヨットは向かい風でも前に進めるわけです。

月のこよみ
AUGUST=葉月(はづき)

⑨第 2-~1+伊同?支場lオ休ませていたゼき主寸

シートベルト着用推進運動 1，..，.¥ 1 第20岡クラブ対抗野球大会 (~9 月 l 目、? 同日) 道路をまもる月| 例 |釜無工業グラウンド)
問、観光週間 (~7 日)~" I大安 |第四因子どもクラブ球技大会(押小グラウ
水の日・水の週間 (~7 日) 1 / ~~， 1ンド・町民体育館)

的 |心配ごと相談(総合会館午後 l 時~)
i 行政相談(昭和町役場午後 1 時~)

先勝 i安産教室(総合会館)

(村
友引

17 

18 

寝たきり老人入浴サービス(総合会館午後 l
(村|時~)

仏滅

働 i総合健診結果報告会(総合会館、13P参
|照、西条新田・西条二区)

大安|不用犬猫収集日(総合会館)

4 

5 
6 広島原爆記念日

働 !清水新居対話集会(公会堂午後 7時3011 A n 
i'slZ)分-) 11'1U 

ノ ~~、|女性エアロビクス教室(;

一一ーイリノ、ビリ教室(総合会館)
μλ|母子手帳交付及び一般健康相談日(総合会 11 血 A

¥-4-1 1館 11 • Jll 
仏滅|子どもクラブキャンプ(西条一区・西条二区・河 11ιu

町一 .築地新居・上河東二区)

⑪ |河東中島対話集会(公会堂午後日時-)11 ~・ 4
|子どもクラブキャンプ(西条新田 11.)'1 

^~女 11ιE

7間生週間(叶3日)| |開閉不燃コミ)の特時(13P
立秋、鼻の日 IJ月)1参最)
仙台七夕 |赤口

8 (火)
先勝

9 長崎原爆記念日

10道の日

。同
友引

心配ごと相談(総合会館午後 l 時~)

:村i乳児健康診査(総合会館)
¥/I'-J 116ミリ映写機等操作技術講習会(お問合せ

先負|教育委員会)
|寝たきり老人入浴サービス(総合会館午後 1
|時~)

樹 |乳児健康診査(総合会館)

仏滅|上河東二区対話集会(公会堂午後日時-)

1，、i役場開庁
ぷ|女性エ何クス教室(総合会館午後 8

| 時~)

行
一
位
一
旬
一
日

⑪
和
一
側
綿
一
例
一
刻

15終戦記念日

T622・箱市 字焼
l 心配ごと相談(総合会館午後 l 時~)

附 |行政相談(昭和町役場 午後 1 時~)
先負|盆供物特別収集(l3P参照)

(:t) 
赤口

女性エアロビクス教室(総合会館午後 8 時~)
リノ、ビリ教室(総合会館)
母子手帳交付及び一般健康相談日(総合会
館) 子どもクラブ

⑪ 
先勝

親子の縁日(7p参照)
押中有価物回収(7P参照)

22 
23処暑
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一刀
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一泊
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術
大安

働
赤口

とり !役場開庁
i女性エアロビクス教室(総合会館午後 8

先勝 !時~)

局、 l第 2回地区対抗グラウンドゴルフ大会(押小・
⑪ 畑中グラウンド)
友引!第9困地区対抗ゲートボーノレ大会(釜無工業グ

iラウンド)

訪
色
(
一
d
滅

(
先
一

'V仏

l歳 6ヵ月健康診査(総合会館)

l 心配ごと相談(総合会館午後 l 時~)
忍|乳児整形外科検診(総合会館)

的 15歳児健康診査(総合会館)
|押小・西条小・押中夏休み終了

友引

地区 燃える物
燃えない物

西条 区

空:カン・ガフス i 粗大+ゴミ

西条 一区 毎週
1日・ 4日・8日 毎 月

清商 水新 居
11日・ 15日・ 18日

9日

火・金曜日
第 2水曜日!

条 新 国 22日・ 25日・ 29日 第 4水曜日
23日

持?可:欣 越
東中島

毎月

紙土j鹿iIf1.向原グ銭築 新居毎週 3日・ 7日・ 10日 毎 月

第 4水曜日

喰月 ・木曜日 14日・ 17日・ 21日 第 1水曜日
2日| 23日

河 東西 24日・ 28日・ 31日 |第 3水曜日
16日

上 j可夢

上河東ニ区

*この時期の台所などから出る生ゴミは水切

りを十分におこなってから出してください。

*スプレー缶などは爆発する恐れがあります

ので、ゴミとして出す場合は必ず缶に穴を

あけて中の気体を抜いてから出してくださ

しユ。

*今月は、盆おくりの供物の特別収集、有害物

質の特別収集を実施しますので、後日配布

する回覧文をご覧のうえ、お出しくださし」

*ゴミは町指定の無公害ポリ袋か荷札できめ

られた日に、きめられた場所へ出しましょう。

広報しようわ平成l.8.1 ⑬


